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開始する前に: 

• Oracle Cloud Infrastructure (OCI)および Amazon Web Services (AWS)にアカウントが必要です。 

• OCIの基本的な知識が求められます。 

• この移行ガイドでは、データベースを Amazon RDS MySQLから OCI上の HeatWave MySQL (HW)に移行する方法について

のみ説明します。移行を実行する前に、停止時間を検討しておく必要があります(これは停止時間を最小限に抑えたデータベー

スの移行ですが、移行後にデータベースを利用するアプリケーションが新しい HeatWave MySQLデータベースを利用するようにす

るには、停止時間が必要な場合がほとんどです)。アプリケーションの互換性、現在のデータベース・メトリック(CPU, ストレージ・サ

イズ、メモリ、同時ユーザーの最大数、バックアップ、バイナリ・ログの有効期限、存在する場合はレプリカの数など)、必要なデータ

ベース・メトリック、ネットワーキング、セキュリティ、ユーザー・テストなども検討事項です。 

• このガイドに示す移行方法は、Amazon RDS MySQL v5.7以上で動作します。 

• このガイドに記載されている方法では、admin/rootユーザーとして表示されるコマンド/ステップを実行する必要があります。 

o OCIおよび AWSでは、リソースを作成および管理できる権限が必要です。 

o Amazon RDS MySQL インスタンスの場合は、admin/rootユーザーを使用します。 

• このガイドに記載されている方法では、RDSインスタンスにバイナリ・ログが存在する必要があります。RDSのバイナリ・ログを有効

にするには、自動バックアップを有効にし、バックアップ保持期間を正のゼロ以外の値に設定する必要があります。RDS自動バック

アップを有効にする方法の詳細は、自動バックアップの有効化を参照してください。 

• OCIの HeatWave MySQLは、行ベースのバイナリ・ログのみを使用します。移行を進める前に、RDSインスタンスの

binlog_formatを ROWに設定します。ROW以外の値は動作しません。RDSの binlog_formatを変更する方法の詳細は、

「RDS MySQLバイナリ・ログの構成」を参照してください。  

• このガイドでの移行は、2つのレプリケーション方法(バイナリ・ログのポジションまたは GTIDを使用)を使用して実行できます。

HeatWave MySQLは OCIで GTIDのみをサポートしているため、RDSインスタンスを HeatWave MySQLに移行すると、レプリ

ケーションを位置ベースのバイナリ・ログに戻すことはできません。 

• 現在の AWS環境内に RDSレプリケーションが構成されている場合は、このガイドに示されている移行手順をライターまたはリー

ダー・インスタンスから実行できます。移行にはリーダー・インスタンスを使用することをお薦めします(該当する場合)。これは、RDS

インスタンスに対して多数の同時実行処理がある場合に、ライター・インスタンスを使用して移行を実行すると、データベース・アプ

リケーションのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があるためです。 

• この移行ガイドの概要セクションには、Amazon RDS MySQLから OCI上の HeatWave MySQLへのデータベース移行を完了

するために必要なすべてのステップが含まれています。 

• この移行ガイドの詳細手順のセクションでは、概要セクションに記載されている情報を適用し、簡単なステップバイステップ・ガイド

を提供します。このステップバイステップのガイドでは、いくつかのサンプル・データが事前にロードされた Amazon RDS MySQL イン

スタンスがあるところから、OCI上の HeatWave MySQLに移行します。これにより、「概要」セクションに記載されているプロセス/

情報をより適切に視覚化できます。 

• 詳細手順のセクションのステップバイステップのガイドは、Amazon RDS MySQLから HeatWave MySQLへの移行のリファレンス

として使用できます。このガイドに従う場合は、必要に応じて、AWSおよび OCI環境に合わせて手順の変更を行ってください。お

客様ごとに環境の詳細は異なるため、すべてのユーザーにとって理想的な例を提供することはできておりません。 

  

https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/USER_WorkingWithAutomatedBackups.html#USER_WorkingWithAutomatedBackups.Enabling
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/USER_LogAccess.MySQL.BinaryFormat.html
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概要: 

停止時間を最小限(ゼロまたは最小のダウンタイム)に抑えて Amazon RDS MySQLから OCI上の HeatWave MySQLにデータを移行

するために必要なステップは次のとおりです。 

 

I) Oracle Cloud Infrastructure (OCI)アカウントおよび Amazon Web Services (AWS)アカウントを作成します。 

OCIサインイン/サインアップ・ページ: https://cloud.oracle.com 

AWSサインイン/サインアップ・ページ: https://aws.amazon.com/ 

 

II) OCIから AWSへの VPN接続を設定します。  

[VPN接続により、AWSネットワークを OCI VCN とブリッジできます。VPN接続により、Amazon RDS MySQLは OCI上の HeatWave 

MySQLに接続でき、移行中に転送中のデータが確実に暗号化されます。] 

VPN AWSへの接続: https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Network/Tasks/vpn_to_aws.htm 

 

III) OCIで、スタンドアロンの HeatWave MySQL インスタンスを作成します。 

[HeatWave MySQL インスタンスに高可用性が必要な場合は、このガイドのセクション VIII)を完了した後に有効にする必要があります。] 

OCIで HeatWave MySQLをプロビジョニングします: https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/creating-db-

system1.html  

 

IV) Amazon RDS MySQLに接続できる EC2インスタンスに MySQL Shell 8.4以上をインストールします。  

[EC2インスタンスの MySQL Shellは、Amazon RDS MySQLから OCI上の HeatWave MySQLに DDLおよびデータをコピーするため

に使用されます。MySQL Shell 8.4をダウンロードしてください] 

MySQL Shellのダウンロード: https://dev.mysql.com/downloads/shell/ 

MySQL Shellのインストール: https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.4/en/mysql-shell-install.html 

 

V) 既存の Amazon RDS MySQLで log_bin の設定が 1 であること、binlog_format が ROW であること、そして

mysql.rds_set_configuration ストアド・プロシージャがバイナリログを保持することを確認します。 

[RDSバイナリ・ログは、データ同期のために AWS RDSから HeatWave MySQLへのレプリケーションを設定するために必要です。RDSバ

イナリ・ログは、レプリケーションが AWS RDSから HeatWave MySQLに設定され、RDSからの保留中のすべてのトランザクションが

HeatWave MySQLにレプリケートされるまで保持する必要があります。] 

RDSバイナリログ・ストアド・プロシージャ: 

https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/USER_LogAccess.MySQL.Binarylog.html 

 

VI) MySQL Shellを使用して Amazon RDS MySQLに接続し、レプリケーション・ユーザーを作成します。その後、MySQL Shell 

util.copyInstance()ユーティリティを実行して、すべてのスキーマ(ユーザー、索引、ルーチン、トリガーを含む)を Amazon RDS 

MySQLから OCI上の HeatWave MySQL にエクスポートします。util.copyInstance()ユーティリティが終了したら、MySQL 

Shellの Dump_metadata の値を保存します。 

[MySQL Shellのインスタンス・コピー・ユーティリティによって作成されたダンプは、スキーマ構造を指定する DDL ファイルと、データを含むタブ

区切りの.tsv ファイルで構成されます。MySQL Shellの Dump_metadata の値により、OCI上の HeatWave MySQL インスタンスは、デ

ータ同期のレプリケーションの開始元を把握できます。] 

MySQL Shell コピー・ユーティリティ: https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.4/en/mysql-shell-utils-copy.html 

https://cloud.oracle.com/
https://aws.amazon.com/
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Network/Tasks/vpn_to_aws.htm
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/creating-db-system1.html
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/creating-db-system1.html
https://dev.mysql.com/downloads/shell/
https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.4/en/mysql-shell-install.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/USER_LogAccess.MySQL.Binarylog.html
https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.4/en/mysql-shell-utils-copy.html
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VII) OCIで、レプリケーション・チャネルを作成して、Amazon RDS MySQLから OCI上の HeatWave MySQL へのレプリケーションを

設定します。チャネル作成プロセス中に、RDSインスタンスがバイナリ・ログのポジションを使用している場合- レプリケーションのポジショ

ンのセクションで、「ソースは GTID自動ポジション指定を使用できません」を選択し、binlogFile および binlogPosition の

値を指定します。RDSインスタンスが GTID を使用している場合は、「ソース」を選択すると GTID自動ポジショニングを使用できます

(推奨)。その後、レプリケーション・チャネルを作成します。 

[このレプリケーション・チャネルを設定すると、MySQL Shellの util.copyInstance()ユーティリティの実行後に RDSインスタンスで

発生したすべての保留中のデータ変更が HeatWave MySQLに伝播されます。] 

OCIレプリケーション・チャネルの作成: https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/creating-replication-

channel.html#GUID-521ECA6C-4528-4DE9-8928-D9620893872A 

 

VIII) レプリケーション・チャネルが稼働した後、HeatWave MySQLに接続し、SHOW REPLICA STATUS\G コマンドを実行します。

問合せ出力から、seconds_behind_source および Replica_SQL_Running_State フィールドを探します。

seconds_behind_source フィールドに 0 が表示され、Replica_SQL_Running_State フィールドに Replica has 

read all relay log; waiting for more updates のメッセージが表示されている場合は、HeatWave MySQLインス

タンスが Amazon RDS MySQLの変更に完全に追いついており、レプリケーション・チャネルを無効にできることを示します。 

[このステップでは、HeatWave MySQL と RDS間のレプリケーション・チャネルが無効になる前に、RDSインスタンスへの書込みが行われな

いように、データベース・アプリケーションを約 5分間停止することをお薦めします。レプリケーション・チャネルを無効にすると HeatWave 

MySQLインスタンスの高可用性を有効にできます。] 

MySQLレプリカ・レプリケーション・ステータス: https://dev.mysql.com/doc/refman/8.0/en/show-replica-status.html 

OCIレプリケーション・チャネルの無効化: https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/managing-replication-

channel.html#GUID-4CD38EFA-7463-4175-8838-0EE40C0FABC9 

 

IX) この時点で、データベースの移行プロセスが完了しています。データベース・アプリケーションが OCI上の HeatWave MySQL を利

用できる準備ができています。 

 

X) (オプション) HeatWave MySQLのインスタンス作成時に HeatWaveオプションが有効の場合は、HeatWaveクラスタが追加され

ています。自動パラレル・ロードを使用してMySQL InnoDBのテーブルから HeatWaveクラスタにデータをロードします。 

[HeatWaveクラスタを追加すると、分析の高速化および機械学習サービス、生成 AIが 1つの MySQLベースのサービスに統合されま

す。] 

HeatWaveクラスタを追加します: https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/adding-heatwave-cluster.html#GUID-

2335AC1F-FB01-4701-9EFD-810A3489A850 

HeatWaveへのデータのロード: https://dev.mysql.com/doc/heatwave/en/mys-hw-auto-parallel-load.html 

 

https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/creating-replication-channel.html#GUID-521ECA6C-4528-4DE9-8928-D9620893872A
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/creating-replication-channel.html#GUID-521ECA6C-4528-4DE9-8928-D9620893872A
https://dev.mysql.com/doc/refman/8.0/en/show-replica-status.html
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/managing-replication-channel.html#GUID-4CD38EFA-7463-4175-8838-0EE40C0FABC9
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/managing-replication-channel.html#GUID-4CD38EFA-7463-4175-8838-0EE40C0FABC9
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/adding-heatwave-cluster.html#GUID-2335AC1F-FB01-4701-9EFD-810A3489A850
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/adding-heatwave-cluster.html#GUID-2335AC1F-FB01-4701-9EFD-810A3489A850
https://dev.mysql.com/doc/heatwave/en/mys-hw-auto-parallel-load.html
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詳細手順: 

I) Oracle Cloud Infrastructure(OCI)アカウントと Amazon Web Services(AWS)アカウントを作成します。 

OCIサインイン/サインアップ・ページ: https://cloud.oracle.com 

AWSサインイン/サインアップ・ページ: https://aws.amazon.com/ 

 

II) OCIから AWSへの VPN接続を設定します。 

1. 次に、このガイドで移行される Amazon RDS MySQL インスタンス・バージョンおよびサンプルのデータベース("world")を示します。

サンプルのワールド・データベースは 3つの表で構成されています。これに使用される Amazon RDS MySQL インスタンスには、パ

ブリック・アクセスがありません。 

 

2. 前述の Amazon RDS MySQL インスタンスに関連付けられた AWS VPCは、IPv4 CIDR (10.1.0.0/16)を使用します。次の

VPC リソースマップを表示します。 

 

https://cloud.oracle.com/
https://aws.amazon.com/
https://dev.mysql.com/doc/index-other.html
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3. OCI にログインし、VCNを作成します。OCIナビゲーション・メニューを開き、「ネットワーキング」をクリックして、「仮想クラウド・ネ

ットワーク」をクリックします。 

4. 目的のコンパートメントにいることを確認します- ルート・コンパートメントが選択されています。「VCNウィザードの起動」をクリック

します。 

 

5. 「インターネット接続性を持つ VCNの作成」を選択し、「VCNウィザードの起動」をクリックします。 

 

  

https://cloud.oracle.com/
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6. VCN名を入力し、VCN構成で IPv4 CIDRブロックを設定します(パブリックおよびプライベート・サブネットの両方)。このガイ

ドでは、すべてのデフォルト値を使用します。実際には OCIの VCN IPv4 CIDRブロックが AWSの VPC IPv4 CIDR と重複して

いないことを確認してください。 

 

7. VCNの構成が完了したら、「次へ」をクリックします。 
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8. 「確認および作成」ページで、VCNの情報を検証し、「作成」をクリックします。  

 

9. VCNの作成が完了したら、「VCNの表示」をクリックします。 
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10. 「仮想クラウド・ネットワークの詳細」ページの「リソース」の下で、「サブネット」セクションをクリックします。「プライベート・サブネット-

<vcn-name>」をクリックします。 

 

11. プライベート・サブネット<vcn-name>のセキュリティ・リストをクリックして、AWS 上の RDS インスタンスおよび OCI 上のコンピュ

ート・インスタンスが HeatWave MySQL にアクセスできるようにするイングレス・ルールを追加します。 
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12. 「イングレス・ルールの追加」をクリックします。 

 

13. 「ソース CIDR」に 0.0.0.0/0 と入力します(ここではさらに制限し、AWSおよび OCI VPCおよび VCN IPv4 CIDRのみを入力で

きます)。「宛先ポート範囲」に、3306,33060 と入力します。「イングレス・ルールの追加」をクリックします。 

 

14. OCIナビゲーション・メニューを開き、「ネットワーキング」をクリックして、「顧客接続性」の下の「動的ルーティング・ゲートウェイ」を

クリックします。 
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15. 「動的ルーティング・ゲートウェイの作成」をクリックします。 

 

16. DRG名を入力します。「コンパートメントに作成」 - VCNが存在するコンパートメントを選択します。「動的ルーティング・ゲー

トウェイの作成」をクリックします。 
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17. 「DRGの詳細」ページが表示されます。DRGの状態が「プロビジョニング」から「使用可能」に変更されたら、「リソース」で「VCN

アタッチメント」をクリックします。「仮想クラウド・ネットワーク・アタッチメントの作成」をクリックします。

 

18. VCN アタッチメント名を入力し、ドロップダウン・リストから適切な VCN を選択します。「VCN アタッチメントの作成」をクリックし

ます。 
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19. VCNアタッチメントがアタッチ済状態になるまで待ちます。 

 

20. OCIナビゲーション・メニューを開き、「ネットワーキング」をクリックして、「仮想クラウド・ネットワーク」をクリックします。「Virtual 

Cloud Networks」ページが表示されたら、「VCNの名前」をクリックします。 

21. 「仮想クラウド・ネットワークの詳細」ページの「リソース」の下の「ルート表」をクリックします。   
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22. 2つのルート表(プライベート・サブネット用とパブリック・サブネット用)が表示されます。「プライベート・サブネット<vcn-name>のル

ート表」をクリックします。 

 

23. プライベート・サブネットのルート表ページで、「ルート表の追加」をクリックします。   
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24. 「ターゲット・タイプ」で、ドロップダウン・リストから「動的ルーティング・ゲートウェイ」を選択します。「宛先タイプ」で、「CIDRブロ

ック」を選択し、「宛先 CIDRブロック」に、OCIへの接続に使用する AWSの VPCの IPv4 CIDRブロックを入力します。この

ガイドに使用される AWSの VPCの CIDRブロックは、10.1.0.0/16です。その後、「ルート・ルールの追加」をクリックします。 

 

25. 次に、他のルート表についても同じプロセスを繰り返します。「仮想クラウド・ネットワークの詳細」ページに戻り、「ルート表」をクリッ

クして、「<vcn-name>のデフォルト・ルート表」をクリックします。  
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26. デフォルトのルート表ページで、「ルート表の追加」をクリックします。 

 

27. 「ターゲット・タイプ」で、ドロップダウン・リストから「動的ルーティング・ゲートウェイ」を選択します。「宛先タイプ」で、「CIDRブロ

ック」を選択し、「宛先 CIDRブロック」に、OCIへの接続に使用する AWSの VPCの IPv4 CIDRブロックを入力します。この

ガイドに使用される AWS の VPCの CIDRブロックは、10.1.0.0/16です。その後、「ルート表の追加」をクリックします。 
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28. AWSにログインして、RDS MySQL インスタンスの VPCセキュリティ・グループを変更します。これにより、RDSは OCI上の

HeatWave MySQL インスタンスおよび AWS上の EC2インスタンスにアクセスできます。メインの AWSポータルで、画面の左上

にある「サービス」メニューを展開し、「データベース」、「RDS」、「RDSインスタンスの選択」の順にクリックします。「接続性とセキュ

リティ」をクリックし、「セキュリティ」セクションで「VPC セキュリティ・グループ」を探して「セキュリティ・グループ」をクリックします。こ

のガイドでは、RDSインスタンスは 1つのセキュリティ・グループ(デフォルト)のみを使用します。  

 

https://aws.amazon.com/


 

18 マイグレーション・ガイド: Amazon RDSからOracle Cloud Infrastructure (OCI)上の HeatWave MySQLへ   

 Copyright © 2025, Oracle and/or its affiliates.  Public  

 

 

29. 「セキュリティ・グループ」ページで、RDSセキュリティ・グループを選択します。「アクション」から、「インバウンド・ルールの編集」を選

択します。  

 

30. 「ルールの追加」をクリックします。「タイプ」で、「MySQL/Aurora」を選択します。「ソース」に、AWSの VPCの IPv4 CIDRを

入力します。「ルールの追加」をクリックします。「タイプ」で、「MySQL/Aurora」を選択します。「ソース」に、OCIの VCNの

IPv4 CIDRブロックを入力します。「ルールの保存」をクリックします。   
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31. メインの「AWSサービス」メニューから、「ネットワーキングおよびコンテンツ配信」に移動し、「VPC」をクリックします。左側の AWS

メニューから下にスクロールし、仮想プライベート・ネットワーク(VPN)の下の「Customer Gateways」をクリックします。適切なページ

に移動したら、「カスタマ・ゲートウェイの作成」をクリックします。 

 

32. 一時的に利用するカスタマ・ゲートウェイ名を入力します。BGP ASN 入力 31898および「IPアドレス」に、1.1.1.1 と入力しま

す。残りはそのままにして、「Create Customer Gateway」をクリックします。 

 

33. 「カスタマ・ゲートウェイ」ページから、左側の AWSメニューを下にスクロールします。「仮想プライベート・ネットワーク」で、「仮想プラ

イベート・ゲートウェイ」をクリックします。「仮想プライベート・ゲートウェイの作成」をクリックします。 
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34. 仮想プライベート・ゲートウェイ名を入力します。そのままにして、「仮想プライベート・ゲートウェイの作成」をクリックします。 

 

35. 引き続き「仮想プライベート・ゲートウェイ」ページで、作成した仮想プライベート・ゲートウェイを選択します。「アクション」メニュー

をクリックし、「VPC にアタッチ」を選択します。 

 

36. ドロップダウン・リストから、「VPC」を選択します。完了したら、「VPC にアタッチ」をクリックします。 
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37. 仮想プライベート・ゲートウェイの状態が「アタッチ済」に変わるまで待ちます。続いて AWSルート・テーブルを更新します。OCIで

行ったのと同様です。仮想プライベート・ゲートウェイ・ページから、左側の AWSメニューを上にスクロールします。「仮想プライベー

ト・クラウド」で、「ルート表」を選択します。 

 

38. このガイドでは、パブリック・ルート表(後で EC2をデプロイする場合)とプライベート・ルート表(RDSの場合)の両方を使用します

が、メイン・ルート表(rtb-027b6f0a9c4be9523 - 名前のないもの)は使用されません。使用するルート表ごとに、ルート・ルールを

追加する必要があります。適切なルート表を 1つずつ選択し、「アクション」メニューから「ルートの編集」をクリックします。 

 

39. 「ルートの追加」をクリックし、「宛先」の下に、OCI VCN を作成したときに使用している OCIの VCNの CIDRブロックを入力し

ます(このガイドでは 10.0.0.0/16の OCIの VCNの CIDRブロックを使用します)。その後、「ターゲット」で、ドロップダウン・リストか

ら「仮想プライベート・ゲートウェイ」をクリックし、「仮想プライベート・ゲートウェイ」を選択します。次のイメージに示すようにルー

トが追加されたら、「変更の保存」をクリックします。 
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40. 使用する残りのルート表についても、同じプロセスを繰り返します。 
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41. AWS上のすべてのルート表を更新したら、左側のメニューから下にスクロールし、「仮想プライベート・ネットワーク(VPN)」の下の

「サイト間 VPN接続」をクリックします。該当するページで、「VPN接続の作成」をクリックします。 

 

42. VPN接続名を指定し、「ターゲット・ゲートウェイ・タイプ」に「仮想プライベート・ゲートウェイ」を選択します。「仮想プライベー

ト・ゲートウェイ」ドロップダウンで、「以前に作成した VPG」を選択します。「カスタマ・ゲートウェイ」で「既存」を選択し、「カスタ

マ・ゲートウェイ ID」ドロップダウンで「以前に作成した一時カスタマ・ゲートウェイ」を選択します。「ルーティング・オプション」で、

「動的(BGPが必要)」を選択します。「ローカルおよびリモートの IPv4ネットワーク CIDR」フィールドは空白のままにします。 
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43. 「VPN接続の作成」ページを開いたまま、「トンネル 1のオプション」を展開します。リンク・ローカルの 169.254.0.0/16範囲内か

ら/30 CIDRを選択します。「トンネル 1の IPv4 CIDR内部」フィールドに完全な CIDRを入力します。このガイドでは、

169.254.6.0/30の CIDRブロックを使用します。内側のトンネル IPに対して選択した/30アドレスが OCIでサポートされているこ

とを確認します。OCIでは、トンネル内 IPに次の IP範囲を使用できません: 

• 169.254.10.0-169.254.19.255 

• 169.254.100.0-169.254.109.255 

• 169.254.192.0-169.254.201.255 

 

トンネル 1の「拡張」オプションで、「トンネル 1オプションの編集」のラジオ・ボタンをクリックします。 

 

44. トンネル 1のオプションを展開したら、下にスクロールして「IKE Version」を探します。「X」をクリックし、ikev1 フィールドを削除しま

す。 
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45. 構成が終了したら、「VPN接続の作成」をクリックします。 

 

46. 「VPN接続」ページで、VPN接続が選択されていることを確認し、「構成のダウンロード」ボタンをクリックします。 
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47. 「ベンダー」および「プラットフォーム」で、「汎用」を選択します。「IKEバージョン」で、ikev2 を選択します。その後、「ダウンロー

ド」をクリックします。 

 

48. 選択したテキスト・エディタで、ダウンロードした構成ファイルを開きます。IPSec Tunnel #1のセクション「#1 Internet Key 

Exchange Configuration」を参照してください。ここで、トンネルの自動生成された事前共有キーを見つけます。この値を保存し

ます。 
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備考: AWSでは、ピリオドまたはアンダースコア(.または_)を使用して事前共有キーが生成される場合があります。OCIでは、これ

らの文字を事前共有キーで使用することはサポートされていません。これらの値を含むキーを変更する必要があります。トンネルの

AWSで事前共有キーを変更するには、VPN接続を選択し、「アクション」ボタン、「VPNトンネル・オプションの変更」の順にク

リックします。ドロップダウンから IPSec Tunnel #1 Virtual Private Gateway outisde IP address を選択します(これは、ダウンロー

ドした AWS構成ファイルにあります)。事前共有キーからピリオドまたはアンダースコア文字を削除し、「変更の保存」をクリックしま

す。 
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49. ダウンロードした構成の「トンネル 1」の下にある状態で、「#3 Tunnel Interface Configuration」セクションまで下にスクロールしま

す。ここでは、「外部 IPアドレス」および「内部 IPアドレス」のすべての値を書き留めます。  

 

セクション「#4: Border Gateway Protocol (BGP) Configuration」までスクロールし、「Virtual Private Gateway ASN」の値を

記録しておきます。 

 

50. OCIにログインしなおします。OCIナビゲーション・メニューから、「ネットワーキング」に移動し、「顧客接続性」をクリックして、「顧

客構内機器」をクリックします。CPEは Customer Premises Equipmentの略で、顧客構内機器と訳されています。 

https://cloud.oracle.com/
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51. 「顧客構内機器の作成」をクリックします。 

 

52. 顧客構内機器名を入力します。パブリック IPアドレスには、仮想プライベート・ゲートウェイの外部 IPアドレスを入力します - こ

れは、AWSからダウンロードした構成ファイルで確認できます。「CPEベンダー」で、ドロップダウンから「その他」を選択します。

「CPEの作成」をクリックします。 

 

53. OCIナビゲーション・メニューから、「ネットワーキング」に移動し、「サイト間 VPN」をクリックします。 
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54. 「IPSec接続の作成」をクリックします。 

 

55. IPSec接続名を入力します。「顧客構内機器」ドロップダウンで、以前に作成した CPEを選択します。「動的ルーティング・ゲー

トウェイ・コンパートメント」で、作成した DRGを選択します。「オンプレミス・ネットワークへのルート」に、0.0.0.0/0 と入力しま

す。 

 

56. 「IPSec接続の作成」ページで、トンネル 1を構成します。トンネル名を入力し、「カスタム共有シークレットの指定」ボックスにチ

ェックマークを入れ、AWS VPN構成ファイルから事前共有キーを入力します。「IKEバージョン」で、IKEv2を選択し、「ルーティ
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ング・タイプ」で、「BGP動的ルーティング」が選択されていることを確認します。 

 

57. 「BGP ASN」で、AWS VPN構成ファイルから BGP仮想プライベート・ゲートウェイ ASNを入力します。デフォルトの AWS 

BGP ASNは 64512です。For IPv4 inside tunnel interface - CPE, enter the Inside IP Address of the Virtual Private 

Gateway.「IPv4 inside tunnel interface - Oracle」に、Inside IP Address of the Customer Gateway を入力します。この情

報はすべて AWS VPN構成ファイルから入手できます。 
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58. トンネル 1からトンネル 2に同じ値をコピー・アンド・ペーストして、トンネル 2 を構成します。「IPSec接続の作成」をクリックします。 

 
備考: この VPN接続および移行には、トンネル 1のみが使用されます。トンネル 2を構成する必要があります。構成しないと、

「IPSec接続の作成」をクリックできません。 

59. IPSec接続がプロビジョニングされたら、Tunnel-1の Oracle VPN IPアドレスを記録しておきます。このアドレスは、AWSポータ

ルで新しいカスタマ・ゲートウェイを作成する際に使用します。 

 

60. AWSにログインし直します。画面の左上にある「Services」メニューを展開します。「ネットワーキングおよびコンテンツ配信」にナ

ビゲートし、「VPC」を選択します。左側のメニューから下にスクロールし、仮想プライベート・ネットワーク(VPN)の下の「Customer 

https://aws.amazon.com/
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Gateways」をクリックします。適切なページに移動したら、「カスタマ・ゲートウェイの作成」をクリックします。 

 

61. カスタマ・ゲートウェイ名を入力します。「BGP ASN」に「31898」と入力し、「IPアドレス」に「Oracle VPN IPアドレス」にトンネ

ル 1 と入力します。そのままにして、「カスタマ・ゲートウェイの作成」をクリックします。 

 

62. 左側の AWSメニューから下にスクロールし、仮想プライベート・ネットワーク(VPN)の下の「サイト間 VPN接続」をクリックします。

VPN接続を選択し、「アクション」ボタン、「VPN接続の変更」の順にクリックします。 
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63. 「VPN接続の変更」ページが表示されます。「ターゲット・タイプ」で「カスタマ・ゲートウェイ」を選択し、「ターゲット・カスタマ・ゲ

ートウェイ」で「新しいカスタマ・ゲートウェイ」を選択します(一時ではありません)。「変更の保存」をクリックします。 

 

64. 数分後に、変更された VPN接続で、その状態が「変更中」から「使用可能」に変更されます。 
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65. OCIから AWSへの VPN接続が設定されました。VPN トンネルが稼働しているかどうかを確認するには、VPN接続を選択し、

同じページにある「トンネル詳細」タブに移動します。「ステータス」に「稼働中」が表示されます(これには数分かかります)。 

 

66. 同じことを OCI側で確認できます。サイト間 VPNを選択し、「リソース」の下の「トンネル」(Oracle VPN IPアドレスを取得したペ

ージ)をクリックします。IPSecステータスおよび IPv4 BGPステータスの「稼働中」ステータスが表示されます。 

 

67. 移行を実行する準備ができました。 
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III) OCIで、スタンドアロンの HeatWave MySQL インスタンスを作成します。 

68. OCIコンソールで、ナビゲーション・メニューをクリックし、「データベース」をクリックして、「HeatWave MySQL」の「DBシステム」をク

リックし、「DBシステムの作成」をクリックします。 

 

69. 「本番」または「開発またはテスト」を選択し、MySQL DBシステム名を入力します。 
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70. 「スタンドアロン」を選択します。この移行に際してレプリケーションによる問題の発生する可能性があります。障害の切り分けを簡

単にするためにもここでは高可用性(HA)を選択しないでください。この移行ガイドのセクション VIII)の完了後に高可用性を有効

にできます。高可用性を後で有効化する方法については、ここを参照してください。また「HeatWaveクラスタの有効化」はデフォ

ルトでオンになっています。その後、HeatWave MySQLデータベースの管理に使用される管理者資格証明を作成します。 

 

71. ネットワーキングの構成 - 以前に作成した VCNを選択し、「<compartment-name>のサブネット」で「プライベート・サブネッ

ト」が選択されていることを確認します。「配置の構成」は、そのままにします。 

 

https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/enabling-or-disabling-high-availability.html


 

39 マイグレーション・ガイド: Amazon RDSからOracle Cloud Infrastructure (OCI)上の HeatWave MySQLへ   

 Copyright © 2025, Oracle and/or its affiliates.  Public  

 

 

72. 適切な DBシェイプを選択して、MySQLのハードウェア(OCPUおよびメモリー)を構成します。このガイドでは、デフォルトの

HeatWaveシェイプを使用します。データ・ストレージ・サイズについては、将来の拡張に十分なサイズにしてください。 

 

73. 要件に応じてバックアップ・プランを構成します。最後に、「拡張オプションの表示」が表示されるまで下にスクロールします。クリッ

クして展開します。また同じ拡張オプションの「接続」タブにある「エンドポイント」のホスト名は、インスタンス作成後に変更できない

ため必要な場合はここで設定しておきます。 
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74. 拡張オプション画面で、「構成」タブに移動します。HeatWave MySQL インスタンスに適用するカスタム構成がある場合は、「構

成の選択」をクリックして適用できます。カスタム構成では、デフォルト値を使用するのではなく、MySQL変数(最大接続数、バイ

ナリ・ログの有効期限(秒など)を微調整できます。適用する前に、カスタム構成を事前に作成する必要があります。カスタム構成

の詳細は、マニュアルの DB Systemの構成を参照してください。このガイドでは、デフォルトの構成を選択しました。 

 

75. MySQLバージョンで、「LTS」、「革新(イノベーション)」または「バグ修正」を選択します。新しい MySQLバージョニング・モデル

では、LTS, イノベーションまたはバグ修正リリースを柔軟に選択できます。どのリリースも本番グレードの品質です。MySQLイノベ

ーション・リリースを使用すると、最新の機能を利用できます。イノベーション・リリースは、高レベルの自動テストと、アップグレード・サ

イクルを短縮するための最新の継続的インテグレーション技術を備えた、ペースの速い開発環境に最適です。LTS(長期サポート・

リリース)および MySQLバグ修正リリースでは、データベース・ソフトウェアの動作の変更に関連するリスクを軽減できます。これらの

リリースには必要な修正(バグ修正およびセキュリティ・パッチ)のみが含まれているためです。MySQLイノベーションおよびバグ修正

リリースの詳細は、「MySQLイノベーションおよびバグ修正バージョンの紹介」を参照してください。このガイドでは、8.0.35 - バグ修

https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/configuration-db-system.html
https://blogs.oracle.com/mysql-jp/post/introducing-mysql-innovation-and-longterm-support-lts-versions-jp
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正を選択しました。 

 

76. 「作成」ボタンを押して HeatWave MySQL インスタンスの作成プロセスを完了します。 

 

77. HeatWave MySQL DBシステムが CREATINGの状態になります。 
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78. 数分でインスタンスの準備ができると、HeatWave MySQLの DBシステムの状態が CREATINGから ACTIVEに変更されま

す。 

 

79. 同じ DBシステムの詳細ページで、「接続」をクリックして、HeatWave MySQLのプライベート IPアドレスを取得します。後で使

用するためにプライベート IPアドレスを保存します。 

 
 

備考: OCIの「ナビゲーション」メニューに移動して、「DB Systemの詳細」ページに移動できます。「データベース」をクリックし、

「HeatWave MySQL」をクリックします。MySQL DB Systemの名前をクリックして、DB Systemの詳細ページを開きます。 
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IV) Amazon RDS MySQLに接続できる EC2インスタンスに MySQL Shell 8.4以上をインストールします。 

80. AWSにログインします。「サービス」メニューから、「コンピュート」に移動し、EC2を選択します。 

81. 「インスタンスの起動」をクリックします。 

 

82. EC2名を入力します。「アプリケーションおよび OSイメージ」で、「Red Hat Enterprise Linux 9」を選択します。 

 

  

http://aws.amazon.com/
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83. 「インスタンス・タイプ」で、適切なインスタンス・タイプを選択します。大量のデータがある場合- EC2をより多くの vCPUs とメモリ

を搭載したタイプでプロビジョニングすると、移行プロセスが高速化されます。「キー・ペア」セクションでは、既存のキーを使用する

ことも、新しいペアを作成することもできます。このガイドでは、既存のキー・ペアを使用します。 

 

84. 「ネットワーク設定」で、正しい VPC (RDSインスタンスに関連付けられている VPC)および「サブネット」が選択されていることを

確認します。このガイドでは、パブリック・サブネット内に EC2インスタンスをデプロイすることにしました。「パブリック IPの自動割

当て」で、「有効化」を選択します。「ファイアウォール(セキュリティ・グループ)」で、「セキュリティ・グループの作成」を選択し、

次のようなインバウンド・セキュリティ・グループ・ルールがあるので、どこからでも SSHを使用できます。 
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85. すべてをそのままにして、「インスタンスの起動」をクリックします。 

 

86. 「次のステップ」ページが表示されます。ここで、「インスタンスに接続」をクリックします。 
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87. SSH クライアントを使用して EC2インスタンスに接続する場合は、SSH コマンドをコピーし、EC2インスタンスにログインします。 

 

88. 次のコマンドを使用して、EC2に SSH接続できます: 

$ ssh -i </path/to/private-ssh-key> ec2-user@<ec2-Public-DNS> 

 

 

前述の SSH コマンドの実行後、 

Are you sure you want to continue connecting (yes/no/[fingerprint])? と表示されるので

yes  と入力します。 

89. これで、EC2インスタンスに正常に接続されました。 

90. EC2インスタンスに接続した後、次の Webサイトにアクセスし、EC2インスタンスで MySQL Shell 8.4をダウンロードします。

MySQL Shellのダウンロード・ページで、「Select Version:」で「8.4.x LTS」以上が選択されていることを確認します。MySQL 

Shell 8.4は、MySQL 8.x および 5.7 と完全に互換性があります。「オペレーティング・システム」および「OSバージョン」で、実行

している OSおよび OSバージョンに応じて適切なオプションを選択します。「ダウンロード」をクリックします。 

https://dev.mysql.com/downloads/shell/ 

https://dev.mysql.com/downloads/shell/
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このガイドでは、Linux環境に MySQL Shellをインストールする方法を示します。その他の環境については、Windowsへの

MySQL Shellのインストール、Linuxへの MySQL Shellのインストールおよび macOSへの MySQL Shellのインストールを参

照してください。 

91. オラクルのプロファイルでログインします。または「No thanks, just start my download.」を右クリックし、「リンク・アドレスをコピー」

をクリックします。 

 

92. Amazon RDS MySQLに接続できる EC2インスタンスに戻り、次のコマンドを実行して MySQL Shellをダウンロードします: 

$ wget <MySQL-Shell-Download-Link> 

 

リンクを選択したバージョンのものに置き換えます。 

$ wget https://dev.mysql.com/get/Downloads/MySQL-Shell/mysql-shell-8.4.0-

1.el9.x86_64.rpm  

https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.0/en/mysql-shell-install-windows-quick.html
https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.0/en/mysql-shell-install-windows-quick.html
https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.0/en/mysql-shell-install-linux-quick.html
https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.0/en/mysql-shell-install-macos-quick.html
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wgetを EC2にインストールするには、次を実行します。 

$ sudo yum install wget 

 

93. MySQL Shellの rpmをダウンロードした後、MySQL Shellをインストールします。 

$ sudo yum localinstall mysql-shell*  
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94. 次のコマンドを実行して、MySQL Shellが EC2インスタンスに正常にインストールされたかどうかを確認します。 

$ mysqlsh –version  

 

95. MySQL Shellを使用して Amazon RDS MySQLにログインするには、次のコマンドを使用します: 

$ mysqlsh <user>@<hostname>:<port-number> 

-または- 

$ mysqlsh -u <user> -p -h <hostname> -P <port-number> 

 

 

備考: MySQL Shellでは JavaScript, Pythonまたは SQLの各モードを使用できます。MySQL Shell 8.4以降のデフォルトは

SQLモードです。異なるモードを切り替えるには、JavaScriptの場合は/js を、Pythonの場合は/py を、MySQL Shell内の

SQLモードでは/sql を実行します。MySQL Shellを終了するには、/q を実行します。 
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V) Amazon RDS MySQLの設定が、log_bin が 1,  binlog_format が ROW であることを確認し、

mysql.rds_set_configuration ストアド・プロシージャを実行してバイナリ・ログを保持する 

96. RDSインスタンスへの接続を維持し、次のコマンドを実行して、RDSがライブ移行用に正しく構成されていることを確認します。 

MySQL JS> \sql 

MySQL SQL> SELECT @@log_bin; 

MySQL SQL> SELECT @@binlog_format;  

 

 

備考: log_bin が 1,  binlog_format が ROWに設定されていることを確認する 

97. RDSにバイナリ・ログがあることを確認したら、次のストアド・プロシージャを実行してバイナリ・ログを保持します。Amazon RDSは

通常、バイナリ・ログをできるだけ早くパージします。レプリケーションを用いた移行を実行するには、現在のバイナリ・ログと RDSの

データ・エクスポート中に使用されるバイナリ・ログ、およびその後生成されるバイナリ・ログを保持する必要があります。バイナリ・ロ

グは、OCIへのレプリケーションが完了するまで必要です。サンプル・データベース'world' (このステップバイステップ・ガイドの目的

で OCI上の HeatWave MySQLに移行されるデータベース)はかなり小さいため、バイナリ・ログの保存時間を 24に設定しま

す。移行するデータに応じて必要なバイナリ・ログの保存時間を設定します。大量のデータには長い保存期間が必要になりま

す。その後、RDSシステムの使用状況を監視します。 

MySQL SQL> call mysql.rds_set_configuration('binlog retention hours', 24);   

 

  

https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/USER_LogAccess.MySQL.Binarylog.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/USER_LogAccess.MySQL.Binarylog.html
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VI) MySQL Shellを使用して Amazon RDS MySQLに接続し、レプリケーション・ユーザーを作成します。その後、MySQL Shell 

util.copyInstance()ユーティリティを実行して、すべてのスキーマ(ユーザー、索引、ルーチン、トリガーを含む)を Amazon RDS 

MySQLから OCI上の HeatWave MySQL にエクスポートします。util.copyInstance()ユーティリティが終了したら、MySQL 

Shellの Dump_metadata の値を保存します。 

98. 次の手順に進む前に、screen や tmuxなどのコマンドを使用することを強くお勧めします。 これらのコマンドを使用すると、

util.copyInstance()を使用して MySQL Shellのエクスポートを実行中に接続が切断された場合に、切断されたセッシ

ョンに再接続できます。小規模データベースの場合、画面や tmuxは必要ない場合があります。このガイドでは、tmuxを使用し

ます。tmuxについてさらに学習するには、tmuxの初心者向けガイドを参照してください。tmux コマンドを使用する基本を次に

示します。 

• Linuxへの tmuxのインストール: $ sudo yum install tmux 

• Tmuxの新しいセッションの開始: $ tmux  

• アクティブな tmuxセッションの一覧表示: $ tmux ls  

• tmuxセッションからデタッチし、バックグラウンドで実行したままにします: $ Ctrl+B d 

• バックグラウンドで実行されている tmuxセッションをアタッチします: $ tmux attach 

• tmuxセッションを終了します: $ Ctrl+B & 

99. tmuxセッションを開始し、EC2の MySQL Shellを使用して、Amazon RDS MySQLに接続します。 

$ tmux 

$ mysqlsh <user>@<hostname>:<port-number> 

-または- 

$ mysqlsh -u <user> -p -h <hostname> -P <port-number> 

 

100. MySQL Shellの SQLモードに変更し、レプリケーション・ユーザーを作成します。このユーザーを使用して、RDS MySQLから

OCI上の HeatWave MySQLへのレプリケーション接続を確立します。 

MySQL SQL> CREATE USER 'repl'@'%' IDENTIFIED BY '<password>';  

MySQL SQL> GRANT REPLICATION SLAVE ON *.* TO 'repl'@'%'; 

 

https://www.redhat.com/ja/blog/introduction-tmux-linux
https://dev.mysql.com/doc/refman/8.0/ja/replication-howto-repuser.html
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101. MySQL Shellの JavaScript モードに変更し、util.copyInstance()ユーティリティを実行して、すべての Amazon RDS 

MySQLのデータを OCI上の HeatWave MySQLにエクスポートします。 

MySQL JS> \js 

MySQL JS> util.copyInstance('mysql://admin@10.0.1.174', {"compatibility": 

["force_innodb", "skip_invalid_accounts", "strip_definers", 

"strip_restricted_grants", "strip_tablespaces", "ignore_wildcard_grants", 

"strip_invalid_grants", "create_invisible_pks"], updateGtidSet: "append", users: 

"true", threads: 4, dryRun:"true"}) 

 

備考: ユーザー名(admin)および IPアドレス(10.0.1.174)を、HeatWave MySQLユーザー名および IPアドレス(Amazon 

RDS MySQLユーザー名および IPアドレスではない)に置き換えます。

 

[… 出力は省略]  
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102. 前述のステップ 101 コマンドを実行すると、下記のようなテーブル・ロックに関するエラーが生成される場合があります 

 

103. テーブル・ロックの問題が発生した場合(該当する場合のみ)、手順 101 と同じコマンドを実行しますが、今回は 

consistent: "false"オプションを追加して、コマンドを再実行してください。 

MySQL JS> util.copyInstance('mysql://admin@10.0.1.174', {"compatibility": 

["force_innodb", "skip_invalid_accounts", "strip_definers", 

"strip_restricted_grants", "strip_tablespaces", "ignore_wildcard_grants", 

"strip_invalid_grants", "create_invisible_pks"], updateGtidSet: "append", users: 

"true", threads: 4, dryRun:"true", consistent: "false"}) 

 

備考: 

• util.copyInstance(connectionData[, options]): MySQLインスタンス・コピー・ユーティリティを使

用すると、インスタンス全体を別のサーバーにコピーできます。デフォルトでは、このユーティリティにはすべてのスキーマ、ユ

ーザー、索引、ルーチンおよびトリガーが含まれます。リファレンスマニュアルのコピー・ユーティリティの項目を参照してくださ

い。 

o connectionData: コピー先の宛先サーバーの接続情報を指定します。 

• compatibility: ダンプ出力内のすべての表について、HeatWave MySQL との互換性のために指定された要件

を適用し、必要に応じてダンプ・ファイルを変更します。 

o force_innodb: CREATE TABLE 文を変更して、全ての表で InnoDBストレージ・エンジンを使用しま

す。 

o skip_invalid_accounts: パスワードが定義されていないユーザーはエクスポートできません。このオプ

ションは、そのようなユーザーをスキップします。 

o strip_definers:ビュー、ルーチン、およびトリガーの DEFINER句を削除します。これらのオブジェクトは

デフォルトの作成者(スキーマを利用したユーザー)を利用します。また ビューとルーチンの SQL SECURITY 句

を DEFINER から INVOKER に変更します。HeatWave MySQLでは、スキーマをロードするユーザー以外

の定義者を使用してこれらのオブジェクトを作成するには、特別な権限が必要です。セキュリティ・モデルで、ビ

ューおよびルーチンがアカウントの問合せまたはコールよりも多くの権限を持っている必要がある場合は、スキー

マをロードする前に手動で変更する必要があります。 

o strip_restricted_grants: HeatWave MySQLでは特定の権限が制限されています。RELOAD, 

FILE, SUPER, BINLOG_ADMIN, SET_USER_ID などの権限を付与されたユーザーは作成できませ

ん。このオプションは、ダンプされた GRANT文からこれらの権限を削除します。 

https://dev.mysql.com/doc/mysql-shell/8.4/en/mysql-shell-utils-copy.html
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o strip_tablespaces: HeatWave MySQLでは、表領域にいくつかの制限があります。デフォルトの表

領域に表を作成する必要がある場合は、このオプションによって TABLESPACE=オプションが CREATE 

TABLE文から削除されます。 

o ignore_wildcard_grants: partial_revokes システム変数が有効なシステムでは挙動が異な

るため、このオプションが有効な場合はワイルドカードを使用したスキーマに対する権限付与のエラーを無視し

ます。 

o strip_invalid_grants: このオプションが有効な場合は、ユーザーがコピーされたときに失敗する

grant文が削除されます。存在しない特定のルーチンを参照する権限付与など。 

o create_invisible_pks: 主キーは高可用性構成および HeatWaveで必要です。高可用性 DBシ

ステムまたは HeatWave DBシステムで使用するためにデータをエクスポートする場合は、表に定義されてい

ない主キーを追加します。この互換性フラグは、それらを必要とする各表に非表示の主キーを追加します。 

• updateGtidSet: append: RDS MySQLが GTID を使用している場合は、インバウンド・レプリケーションのため

に、ソース gtid_executed GTIDセットからレプリカ gtid_purged GTIDセットにトランザクション IDを追加し

ます。これにより、ソースから過去のトランザクションをすべて再実行することなく、ソースからレプリケーションを開始できま

す。GTID を gtid_purged に追加すると、これらのトランザクションはソースのバイナリ・ログに存在しませんが、すでに

実行されたことがレプリカに通知されます。これは、レプリケーションを用いた移行中には append に設定する必要があ

ります。 

• users: ユーザーやロール、権限をダンプするかどうかを true または false で指定 

• threads: (オプション) MySQLインスタンスからデータのチャンクをコピーするために使用するパラレル・スレッドの数。各

スレッドには、MySQLインスタンスへの独自の接続があります。デフォルトは 4です。コピー・ユーティリティーでは、スレッド

数の 2倍(コピーするスレッド 1つと書き込みするスレッド 1つ)が必要です。スレッドが Nに設定されている場合、2Nス

レッドが使用されます。 

• consistent:ダンプ中にバックアップのためにインスタンス全体をロックして一貫性のあるデータをダンプするかを true

または false で指定 

• dryRun: 指定したオプション・セットを持つコピーに関する情報、および HeatWave MySQLサービスの互換性チェック

の結果が表示されますが、コピーは実行されません。このオプションを設定すると、コピーを開始する前にすべての互換性

の問題を一覧表示できます。 
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104. ステップ 101/103でコマンドを実行し、出力にエラーが表示されない(警告は問題ありません)場合は、同じステップ 101/103 コマ

ンドを実行しますが、今回は dryRun オプションを falseに変更します。 

MySQL JS> util.copyInstance('mysql://admin@10.0.1.174', {"compatibility": 

["force_innodb", "skip_invalid_accounts", "strip_definers", 

"strip_restricted_grants", "strip_tablespaces", "ignore_wildcard_grants", 

"strip_invalid_grants", "create_invisible_pks"], updateGtidSet: "append", users: 

"true", threads: 4, dryRun:"false"}) 

 

備考: ユーザー名(admin)および IPアドレス(10.0.1.174)を、HeatWave MySQLユーザー名および IPアドレス(Amazon 

RDS MySQLユーザー名および IPアドレスではなく)に置き換えます。 表ロックの問題が発生した場合は、ステップ 104のコマン

ドに consistent: "false"を追加します。 

 

[… 出力は省略]  

 

105. コピー・ユーティリティの終了後、RDS MySQLでバイナリ・ログの位置が使用されている場合は、Binlog_file および

Binlog_position の値、MySQL Shellの最新の Dump_metadata を保存して、後で使用します。これにより、OCI上

の HeatWave MySQL インスタンスが、データ同期のためにレプリケーションを開始する場所を知ることができます。RDS MySQL

で GTIDを使用している場合は、MySQL Shellの Dump_metadata の値のいずれも保存する必要はありません。RDS 

MySQLから OCI上の HeatWave MySQLへの初期データ転送が完了しました。tmuxセッションを終了できます。 
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VII) OCIで、レプリケーション・チャネルを作成して、Amazon RDS MySQLから OCI上の HeatWave MySQL へのレプリケーションを

設定します。チャネル作成プロセス中に、RDSインスタンスがバイナリ・ログのポジションを使用している場合- レプリケーションのポジショ

ンのセクションで、「ソースは GTID自動ポジション指定を使用できません」を選択し、binlogFile および binlogPosition の

値を指定します。RDSインスタンスが GTID を使用している場合は、「ソース」を選択すると GTID自動ポジショニングを使用できます

(推奨)。その後、レプリケーション・チャネルを作成します。 

106. データが HeatWave MySQLに正常にインポートされたら、OCIコンソールからナビゲーション・メニューを再度クリックし、「データ

ベース」に移動して「チャネル」をクリックします。 

107. 「チャネルの作成」をクリックして、RDS MySQL と OCI上の HeatWave MySQL間のレプリケーションを設定します。 

 

108. 適切なコンパートメントにいることを確認し、レプリケーション・チャネル名を入力します。「作成時に自動的に有効」ボックスにチ

ェックマークが入っていることを確認します。 
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109. 「ソース接続」で、「ホスト名」に RDSエンドポイントを入力します。「ポート」に、RDSがリスニングするポート番号を指定します。

デフォルトは 3306です。「ユーザー名」および「パスワード」に、RDSインスタンスで作成したアカウントのレプリケーションのユーザ

ー名とパスワードを指定します。  

 

110. 「SSLモード」では要件を満たすモードを選択します。このガイドでは、「必須(REQUIRED)」を選択しました。 

 

111. レプリケーション位置指定で、RDS MySQLがバイナリ・ログ位置指定を使用する場合、「ソースは GTID自動位置指定を使

用できません」を選択します。「UUID」フィールドはそのままとし、「バイナリ・ログ・ファイル名」および「バイナリ・ログ・オフセット」

については、Binlog_file および Binlog_position の値を、ステップ 104から保存した MySQL Shellの

Dump_metadata からそれぞれ入力します。  
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112. レプリケーション位置の場合、RDS MySQLで GTIDが使用されている場合 – 「ソースで GTID自動位置決めを使用可能

(推奨)」を選択します。  

 

113. 「主キーのない表」が表示されるまで下にスクロールします。高可用性オプションまたは HeatWaveオプションを使用する場合

は、「主キーの生成」を選択します。これらのオプションでは、すべての表に主キーが必要であるためです。高可用性または

HeatWaveを使用する予定がない場合は、「エラーの生成」または「許可」を選択できます。このガイドでは、「許可」を選択しま

した。 
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114. 「主キーのない表」の下には、「ターゲット DBシステム」が表示されます。「DBシステムの選択」をクリックします。 

 

115. 前のステップを完了すると、MySQL DBシステムのリストが開きます。前に作成した HeatWave MySQL システムを選択し、

「DBシステムの選択」をクリックします。   
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116. 「チャネル・フィルタ・オプションの表示」をクリックします。 

 

117. チャネル・フィルタの場合、「共通フィルタ・テンプレート」で、ドロップダウン・メニューから使用する適切な RDSインスタンス・バ

ージョンを選択します: 

 
 

備考: このステップバイステップ・ガイドでは、RDS MySQL v5.7.37を使用しているため、次の強調表示されたフィルタ AWS RDS 

MySQL 5.7を選択します。 
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118. 使用しているデータベースおよびデータベース・バージョンに応じて、適切なレプリケーション・フィルタを提供する必要があります。

RDSにはレプリケーションの失敗の原因となる表があるため、これらの表をフィルタで除外しています。チャネル・フィルタを適用した

後、「チャネルの作成」をクリックします。 

 

119. RDS MySQLから OCIの HeatWave MySQLへのレプリケーション・チャネルのステータスが CREATINGになります。 MySQL 

Shellの util.copyInstance()実行後に RDS MySQLで行われた変更点が HeatWave MySQLに反映されます。す

べてが正しく完了した場合は、チャネルのステータスが ACTIVEに変更されます。 
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VIII) レプリケーション・チャネルが稼働した後、HeatWave MySQLに接続し、SHOW REPLICA STATUS\G コマンドを実行します。

問合せ出力から、seconds_behind_source および Replica_SQL_Running_State フィールドを探します。

seconds_behind_source フィールドに 0 が表示され、Replica_SQL_Running_State フィールドに Replica has 

read all relay log; waiting for more updates のメッセージが表示されている場合は、HeatWave MySQLインス

タンスが Amazon RDS MySQLの変更に完全に追いついており、レプリケーション・チャネルを無効にできることを示します。 

 

備考: このステップで、HeatWave MySQL と RDS MySQL間のレプリケーション・チャネルを無効にする前に、RDS MySQLインスタンスへ

の書込みが行われないように、データベース・アプリケーションを最大 5分間停止することをお薦めします。 

120. EC2にインストールされている MySQL Shellを使用して、OCIインスタンスの HeatWave MySQLに接続します。 

$ mysqlsh <user>@<hostname>:<port-number> 

-または- 

$ mysqlsh -u <user> -p -h <hostname> -P <port-number> 

 

121. MySQL Shellの SQLモードに切り替えて、次の文を実行します。: 

MySQL JS> \sql 

MySQL SQL> SHOW REPLICA STATUS\G 

 

122. レプリケーションが RDS MySQLから HeatWave MySQLに正常に進行中の場合、Replica_IO_Running および

Replica_SQL_Running のステータスが「Yes」と表示されます。どちらか一方が Yes以外の出力を示している場合、レプ

リケーションが失敗したか、またはエラーが発生しています。 
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123. 前述の SQL文の SHOW REPLICA STATUS\G を実行する場合は、Seconds_Behind_Source および

Replica_SQL_Running_State フィールドを確認します。Seconds_Behind_Source の値が 0 で、

Replica_SQL_Running_State の表示が Replica has read all relay log; waiting for more 

updates の場合は、HeatWave MySQL インスタンスが RDS MySQL インスタンスに完全に追いついており、HeatWave 

MySQLにレプリケートする必要がある保留中のトランザクション/変更が RDS MySQLに存在しないことを示しています。 

 

124. OCIの MySQLチャネル・ページに戻り、チャネルを無効化できます。   

 
 

 

125. チャネルが無効化されたら、HeatWave MySQL インスタンスに対して高可用性を有効化できます。 

  

https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/enabling-or-disabling-high-availability.html
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IX) この時点で、レプリケーションを用いたデータベースの移行プロセスが完了しています。データベース・アプリケーションは、OCI上の

HeatWave MySQLを利用できるようになりました。 

 

X) (オプション) HeatWave MySQLのインスタンス作成時に HeatWaveオプションが有効の場合は、HeatWaveクラスタが追加され

ています。自動パラレル・ロードを使用してMySQL InnoDBのテーブルから HeatWaveクラスタにデータをロードします。 

126. OCIにログインします。ナビゲーション・メニューをクリックし、「データベース」に移動して、「HeatWave MySQL」をクリックします。 

127. HeatWave MySQL インスタンスの名前をクリックして、「DB Systemの詳細」ページに移動します。 

 
 

 

128. 「他のアクション」をクリックし、「HeatWaveクラスタの追加」をクリックします。 
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129. 「ノードの見積り」をクリックします。 

 

130. 「見積の生成」をクリックします。このステップでは、HeatWaveで分析するスキーマまたは表を選択して、必要な HeatWave ノー

ドの数を見積もります。 
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131. 数分以内に、MySQL InnoDBストレージ・エンジンにあるスキーマのリストがリストされます。問合せの高速化のために

HeatWaveにロードするスキーマ名または表名の横にあるボックスをチェックし、OLTP とともに OLAPおよび MLワークロードを

実行します。 

 

132. スキーマまたは表を選択したら、「ロード・コマンドの表示」が表示されるまで、そのページを下にスクロールします。 

 

  



 

67 マイグレーション・ガイド: Amazon RDSからOracle Cloud Infrastructure (OCI)上の HeatWave MySQLへ   

 Copyright © 2025, Oracle and/or its affiliates.  Public  

 

 

133. 「ロード・コマンドの表示」をクリックし、CALL sys.heatwave_load コマンドをコピーして保存します。 「推定ノードの適

用」をクリックします。 
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134. 前のステップを実行すると、HeatWaveインメモリー・エンジンにロードするために選択したデータに応じて、HeatWave ノード数が

変更されます。「HeatWaveクラスタの追加」をクリックして、HeatWaveクラスタ作成プロセスの追加を終了します。 

 

135. HeatWaveクラスタは数分以内に準備が整います。HeatWaveの状態が「作成中」から「アクティブ」に変わります。
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136. MySQL Shellを使用して、OCIの HeatWave MySQL インスタンスに接続します。 

$ mysqlsh <user>@<hostname>:<port-number> 

-または- 

$ mysqlsh -u <user> -p -h <hostname> -P <port-number> 
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137. MySQL Shellの SQLモードに切り替えて、以前にコピーしたロード・コマンドを実行し、MySQL InnoDBストレージ・エンジンか

ら HeatWaveにデータをロードします。 

MySQL JS> \sql 

MySQL SQL> CALL sys.heatwave_load(JSON_ARRAY('world'), NULL); 

 

備考: 上記の sys.heatwave_load コマンドは以前コピーしたものに置き換えて実行 

 

[…出力は省略] 

 

138. これで、完全な HeatWave MySQL クラスタが完成しました。 

 

HeatWaveの使用方法の詳細は、オラクルのドキュメントを参照してください。 

 

 

  

https://docs.oracle.com/en-us/iaas/mysql-database/doc/heatwave.html
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